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■ 関数 f(x) を

f(x) =

{
−1 (x < 0)

1 (x > 0)

とするとき，f(x) の導関数を調べよ．

（解） x 6= 0 に対して δ(x) = 0 をみたし，任意の連続関数 f(x) に対して∫ +∞

−∞
f(x) δ(x) dx = f(0)

が成り立つ特殊な関数 δ(x) をデルタ関数という．f(x) ≡ 1 に対して∫ +∞

−∞
δ(x) dx = 1

が得られるので，デルタ関数 δ(x) の値は x 6= 0 では 0 であり，x = 0 では非常に大きい．
x 6= 0 では明らかに f ′(x) = 0 である．連続的微分可能であり，無限遠方で 0 である任意の関数 φ(x) に対
して

−
∫ +∞

−∞
f(x)φ′(x) dx = −

∫ 0

−∞
(−1) · φ′(x) dx −

∫ +∞

0

1 · φ′(x) dx

= [φ(x)]0−∞ − [φ(x)]+∞
0 = 2 φ(0) =

∫ +∞

−∞
(2 δ(x)) φ(x) dx

が得られるので，f ′(x) = 2 δ(x) となる．
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